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(57)【要約】
【課題】　プロセッサに内蔵された光源とは異なる種類
の光源に適合した色調整を行なうビデオスコープを使用
する場合でも、適切な色調の観察画像を得る。
【解決手段】　
　プロセッサは、第１のスペクトル特性を有する光源ラ
ンプと、映像信号に対して色変換データに基づいて色変
換処理を行う色変換手段とを有する。色変換データは、
第２のスペクトル特性を有する光源ランプに適合した色
調整処理を行うビデオスコープがプロセッサに接続され
たときに、色変換手段がビデオスコープが生成した不適
切な色調の映像信号を適切な色調の映像信号に変換する
ように設定されている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオスコープに被写体を照明するための照明光を供給するとともに前記ビデオスコー
プから受け取った映像信号を処理する電子内視鏡用プロセッサであって、
　第１のスペクトル特性を有する照射光を放射する光源ランプと、
　前記映像信号に対して色変換データに基づいて色変換処理を行う色変換手段と
を有し、
　前記ビデオスコープは、内蔵する撮像素子から読み出されるカラー画像信号に対して色
調整データに基づいて色調整処理を行う色調整手段を有しており、
　前記色調整データは、第２のスペクトル特性を有する照明光を使用して撮像されたカラ
ー画像信号が、適切な色調の映像信号に色調整されるように設定されており、
　前記色変換データは、前記映像信号が適切な色調の映像信号に変換されるように設定さ
れている、
　ことを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項２】
　複数種類の色変換データを記憶する色変換データ記憶手段と、
　前記ビデオスコープにおいて使用される色調整データに基づいて、前記色変換データ記
憶手段に記憶された複数種類の色変換データから使用する色変換データを選択する色変換
データ選択手段と
　を更に有することを特徴とする、請求項１に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項３】
　第１のスペクトル特性を有する照明光を使用して撮像されたカラー画像信号が、前記色
調整手段によって適切な色調の映像信号に色調整されるように設定された色調整データを
記憶する色調整データ記憶手段と、
　前記色調整データ記憶手段に記憶された色調整データを前記ビデオスコープに送信する
色調整データ送信手段と
　を更に有することを特徴とする、請求項１または２に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項４】
　前記色変換データは、輝度信号と２つ以上の色差信号から構成される映像信号を同じ形
式の映像信号に変換するマトリックスデータであることを特徴とする、請求項１から３の
いずれかに記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項５】
　前記色変換データは、ＲＧＢ信号をＲＧＢ信号に変換するマトリックスデータであるこ
とを特徴とする、請求項１から３のいずれかに記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項６】
　前記色変換データは３×３マトリックスデータであることを特徴とする、請求項１から
４のいずれかに記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項７】
　前記適切な色調は、標準光で照明された被写体を肉眼で観察した場合と同じ色調である
ことを特徴とする、請求項１から６のいずれかに記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項８】
　プロセッサから供給された照明光を被写体に照明して撮像した被写体像の映像信号を生
成してプロセッサに送るビデオスコープであって、
　前記プロセッサから供給された照明光を射出端まで伝達するライトガイドと、
　前記被写体で反射された照明光による像をカラー画像信号に変換する撮像素子と、
　前記カラー画像信号に対して色調整データに基づいて色調整処理を行う色調整手段と
　前記色調整データを記憶する領域を有する書き換え可能な記憶手段と、
　前記プロセッサから色調整データを取得する色調整データ取得手段と
　を有することを特徴とするビデオスコープ。
【請求項９】
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　前記記憶手段は、色調整データを記憶するための領域を複数有していることを特徴とす
る、請求項８に記載のビデオスコープ。
【請求項１０】
　前記プロセッサで使用される光源ランプの特性を識別するランプ特性識別手段と、
　前記ランプ特性識別手段によって識別された光源ランプの特性に基づいて、前記記憶手
段に記憶された色調整データの中から使用する色調整データを選択する色調整データ選択
手段と
　を更に有することを特徴とする、請求項９に記載のビデオスコープ。
【請求項１１】
　前記ランプ特性識別手段は、前記プロセッサから受信した光源ランプの特性に関する情
報に基づいて光源ランプの特性を識別することを特徴とする、請求項１０に記載のビデオ
スコープ。
【請求項１２】
　照明光のスペクトル特性を計測するスペクトル特性計測手段を更に有し、
　前記ランプ特性識別手段は、前記スペクトル特性計測手段が計測したスペクトル特性に
基づいて前記光源ランプの特性を識別することを特徴とする、請求項１０に記載のビデオ
スコープ。
【請求項１３】
　使用する色調整データに関する情報を前記プロセッサに通知する色調整データ通知手段
を更に有することを特徴とする、請求項８から１２の何れかに記載のビデオスコープ。
【請求項１４】
　請求項１から請求項７の何れかに記載のプロセッサ、又は請求項８から請求項１３の何
れかに記載のビデオスコープを備えた電子内視鏡装置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数種類のビデオスコープを交換して接続可能な電子内視鏡用プロセッサ、
複数種類の電子内視鏡用プロセッサに接続可能なビデオスコープ、及び当該電子内視鏡用
プロセッサを有する電子内視鏡装置に関連し、特に色調整処理手段を有するビデオスコー
プ及び当該ビデオスコープを接続可能な電子内視鏡用プロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、体内にＣＣＤイメージセンサ等の固体撮像素子を挿入して体内の対象部位を
観察する電子内視鏡装置が知られている。一般的な電子内視鏡装置は、体内に挿入するケ
ーブル状のビデオスコープと、体内の観察部位を照明するための光をビデオスコープに供
給すると共にビデオスコープが生成した画像信号に各種処理を施してビデオ信号を生成す
るプロセッサと、プロセッサが生成したビデオ信号に基づいて観察画像を映し出すモニタ
から構成される。プロセッサには、観察部位を照明するための光を発生する光源ランプが
設けられており、光源ランプから放射された光はビデオスコープ内に設けられたライトガ
イド（光ファイバー束）によってスコープ先端へ伝達される。スコープ先端から射出され
た光が観察部位（被写体）に照射されると、その一部が反射してスコープ先端に設けられ
た撮像素子上で被写体像を形成し、被写体像に応じた画像信号が撮像素子から読み出され
る。
【０００３】
　ビデオスコープは、観察する部位や被検者の身体の大きさ等に応じて様々な種類のもの
を使い分けられるように、プロセッサに対して着脱自在になっている。このため、１台の
プロセッサで複数種類のビデオスコープを交換して使用できるだけでなく、１つのビデオ
スコープを機能・性能の異なる複数のプロセッサに接続して使用することもできる。
【０００４】
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　ところで、ビデオスコープの種類によって、レンズ、カラーフィルタ等の光学要素の設
計（例えば、視野角、観察深度、吸収スペクトル等）は異なったものとなる。このため、
同じプロセッサを使用しても、接続するビデオスコープの種類によってモニタに映し出さ
れる映像の見え方（明るさや色調）が異なってくる。また、使用する光源ランプの種類に
よっても、光源ランプの発光スペクトルの違いにより、得られる観察画像の色調等が変わ
ってくる。例えば、内視鏡用の光源ランプとして最も多く使用されているキセノンランプ
は昼光色に近い白色光を放射し、ハロゲンランプは短波長成分が少ないため黄色味を帯び
た色の光を放射する。このような光源ランプの発光スペクトルの違いにより、同じビデオ
スコープを使用して同じ被写体を撮像しても、撮像素子から読み出されるカラー画像信号
の色成分は、使用する光源ランプの種類によって異なったものとなる。
【０００５】
　特許文献１には、上記のような、使用するビデオスコープやプロセッサ（光源ランプ）
の種類の違いによって生じる観察画像の色調の違いを補償して、高い色再現性を実現する
ための一つの解決手段が開示されている。特許文献１に記載されている電子内視鏡システ
ムでは、ビデオスコープ内の記憶手段にビデオスコープの特性に関するデータや複数種類
の光源ランプの各々に対応した色調整用データが予め記憶されており、これらのデータに
基づいて、やはりビデオスコープ内に設けられた初期信号調整回路において、使用するビ
デオスコープと光源ランプに適した色調整処理が行われる。すなわち、特許文献１に記載
の電子内視鏡システムにおいては、使用するビデオスコープや光源ランプの種類による色
調の違いをビデオスコープ側で補償する構成により、使用するビデオスコープの種類を変
えても、同じ色調の観察画像をモニタに表示させることができる。同様に、使用するプロ
セッサ（光源ランプ）の種類を変えても、同じ色調の観察画像をモニタに表示させること
が可能になり、色再現性の向上が達成されている。
【特許文献１】特開２００２－３６９７９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、近年は電子内視鏡の普及が進み、大学病院等の大規模医療施設のみならず、
比較的に小規模な医療機関や後進国の医療機関においても電子内視鏡が広く使用されるよ
うになってきている。そのため、その優れた演色性により従来の電子内視鏡装置の大半で
採用されてきたキセノンランプに替えて、安価なハロゲンランプを搭載したプロセッサの
需要が高まっている。しかしながら、既存のビデオスコープの大半は、キセノンランプに
対応した色調整用データのみを有するキセノンランプ専用品であり、これをハロゲンラン
プが搭載されたプロセッサに接続してもキセノンランプの白色光で照射した場合に適した
色調整処理が行われるため、黄色がかった観察画像が得られてしまう。色再現性の高い観
察画像を得るためには、特許文献１に記載される構成のビデオスコープを新たに購入しな
ければならず、既存の医療資源を有効に活用できないという問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、プロセッサに搭載されたものとは
異なる種類の光源ランプに対応した色調整処理を行うビデオスコープが接続された場合に
おいても、適切な色調の観察画像をモニタに表示可能な電子内視鏡用プロセッサ及び該プ
ロセッサに接続されるビデオスコープを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によって提供される電子内視鏡用プロセッサは、ビデオスコープに被写体を照明
するための照明光を供給するとともに、ビデオスコープから受け取った映像信号を処理す
る電子内視鏡用プロセッサである。このプロセッサは、第１のスペクトル特性を有する照
射光を放射する光源ランプと、映像信号に対して色変換データに基づいて色変換処理を行
う色変換手段とを有している。このプロセッサと共に使用されるビデオスコープは、内蔵
する撮像素子から読み出されるカラー画像信号に対して色調整データに基づいて色調整処
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理を行う色調整手段を有している。色調整データは、第２のスペクトル特性を有する照明
光を使用して撮像されたカラー画像信号が、適切な色調（例えば、標準光で照明された被
写体を肉眼で観察した場合と同じ色調）の映像信号に色調整されるように設定されている
。また、ビデオスコープで使用される色変換データは、映像信号が適切な色調の映像信号
に変換されるように設定されている。この構成により、プロセッサに内蔵された光源ラン
プに対応した色調整データをビデオスコープが保持しておらず、ビデオスコープ側で不適
切な色調整が行なわれてしまうような場合であっても、プロセッサ内で映像信号に対して
色変換処理を行うことにより、適切な色調の映像をモニタに表示させる映像信号を得るこ
とができる。
【０００９】
　また、本発明に係るプロセッサは、複数種類の色変換データを記憶する色変換データ記
憶手段と、ビデオスコープで使用される色調整データに基づいて、色変換データ記憶手段
に記憶された複数種類の色変換データから使用する色変換データを選択する色変換データ
選択手段とを更に有していてもよい。この構成により、多種多様なビデオスコープに対応
する色変換データを保持することができ、汎用性の高いプロセッサが実現される。
【００１０】
　また、本発明に係るプロセッサは、第１のスペクトル特性を有する照明光を使用して撮
像されたカラー画像信号が、色調整手段によって適切な色調の映像信号に色調整されるよ
うに設定された色調整データを記憶する色調整データ記憶手段と、色調整データ記憶手段
に記憶された色調整データをビデオスコープに送信する色調整データ送信手段とを更に有
していてもよい。この構成により、プロセッサで使用される光源ランプに適合した色調整
データを保持していないビデオスコープに対して、適切な色調整データを提供することが
可能になる。
【００１１】
　また、色変換データは、輝度信号と２つ以上の色差信号から構成される映像信号を同じ
形式の映像信号に変換するマトリックスデータであってもよく、あるいは、ＲＧＢ信号を
ＲＧＢ信号に変換するマトリックスデータであってもよい。一般的に使用されている映像
信号フォーマットに対しては、色変換データは３×３マトリックスデータであることが好
ましい。
【００１２】
　本発明によって提供される電子内視鏡装置用ビデオスコープは、プロセッサから供給さ
れた照明光を被写体に照明して撮像した被写体像の映像信号を生成してプロセッサに送る
ものである。このビデオスコープは、プロセッサから供給された照明光を射出端まで伝達
するライトガイドと、記被写体で反射された照明光による像をカラー画像信号に変換する
撮像素子と、カラー画像信号に対して色調整データに基づいて色調整処理を行う色調整手
段と、色調整データを記憶する領域を有する書き換え可能な記憶手段と、プロセッサから
色調整データを取得する色調整データ取得手段とを有している。この場合において、記憶
手段は、色調整データを記憶するための領域を複数有していることが好ましい。
【００１３】
　上記構成のビデオスコープによれば、接続したプロセッサにおいて使用される光源ラン
プに適した色調整データをプロセッサから取得して、内蔵する記憶手段に記憶させること
ができる。これにより、接続したプロセッサで使用される光源ランプに適合した色調整デ
ータをビデオスコープが予め保持していなくても、プロセッサから適切な色調整データの
供給を受けて、それを記憶することができる。そのため、以降に同プロセッサ又は同プロ
セッサと同種の光源ランプが使用されるプロセッサに接続したときに、適切な色調整処理
を行うことが可能になる。
【００１４】
　また、プロセッサで使用される光源ランプの特性を識別するランプ特性識別手段と、こ
のランプ特性識別手段によって識別された光源ランプの特性に基づいて、記憶手段に記憶
された色調整データの中から使用する色調整データを選択する色調整データ選択手段とを
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更に有していてもよい。このランプ特性識別手段は、プロセッサから受信した光源ランプ
の特性に関する情報に基づいて光源ランプの特性を識別するものであることが好ましい。
【００１５】
　このような構成によれば、プロセッサで使用される光源ランプに適した色調整データを
選択して使用することが可能となり、ビデオスコープ側で適切な色調整を自動的に行なう
ことが可能になる。
【００１６】
　また、上記ビデオスコープは、照明光のスペクトル特性を計測するスペクトル特性計測
手段を更に有し、ランプ特性識別手段は、スペクトル特性計測手段が計測したスペクトル
特性に基づいて光源ランプの特性を識別するによう構成されていてもよい。このような構
成によれば、プロセッサとの通信によって光源ランプの特性に関する情報を取得する必要
が無く、プロセッサ側に特別な構成を設けなくても、使用される光源ランプに適した色調
整データを選択して使用することが可能になり、より利便性の優れたビデオスコープが実
現される。
【００１７】
　更に、上記ビデオスコープは、使用する色調整データに関する情報をプロセッサに通知
する色調整データ通知手段を有していてもよい。この構成により、ビデオスコープにおい
て行なわれる色調整処理が適切か否かをプロセッサが判断することが可能になる。また、
色調整処理が不適切である場合に、プロセッサがビデオスコープから受け取った色調整デ
ータに関する情報に基づいて、ビデオスコープから送られる映像信号を適切な色調に直す
色変換処理を適切に行うことが可能になる。また、通知に基づいてビデオスコープが使用
される光源ランプに適合した色調整データを保持しているか否かを判定することができる
ため、通知に基づいて適切な色調整データを保持していないと判定されたときに、プロセ
ッサがビデオスコープに適切な色調整データを送るような構成も可能になる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る電子内視鏡用プロセッサは、色変換手段を有することにより、ビデオスコ
ープにおいて撮像素子から読み取られた映像信号に対してプロセッサに内蔵された光源と
は異なる種類の光源に適合した色調整処理が施されて、ビデオスコープから送られる映像
信号が不適切な色調を有するものとなっている場合であっても、映像信号を本来の適切な
色調のものに変換することができるという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
（第１実施形態）
　以下、図面を参照しながら、本発明の第１の実施形態である電子内視鏡装置について説
明する。
【００２０】
　図１は、本実施形態である電子内視鏡装置１のブロック図である。電子内視鏡装置１は
、胃などの臓器について検査、手術などを行うための装置である。
【００２１】
　電子内視鏡装置１は、撮像素子であるＣＣＤ５４を先端部に有するビデオスコープ５０
、ビデオスコープ５０から受け取った映像信号を処理するプロセッサ１０、被写体像を表
示するモニタ３２、術者が電子内視鏡装置１に被検者名等の情報を入力するためのキーボ
ード３４を備えている。ビデオスコープ５０、モニタ３２及びキーボード３４は、それぞ
れプロセッサ１０に着脱自在に接続されている。電子内視鏡装置１を使用して検査等を行
う際には、観察部位を撮影するためにビデオスコープ５０が被検者の体内に挿入される。
【００２２】
　プロセッサ１０は、各種操作ボタンやインジケータ及びこれらの動作を制御する回路基
板が配されたフロントパネル１１、プロセッサ１０全体を統括制御するシステムコントロ
ール回路１２、ビデオスコープ５０に供給する照明光を発生するランプ１３、ランプ１３
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に駆動電力を供給するランプ電源１４、ランプ１３から放射された光を収束してビデオス
コープ１０の光ファイバー束５１に高効率で照明光を結合させる集光レンズ１５、光ファ
イバー束５１に結合する光の入射角を規制することで観察部位に照射する光量を調節する
可変絞り１６、ビデオスコープ５０から受け取った輝度信号及びシステムコントロール回
路１２の制御に基づいて可変絞り１６の制御信号を生成する調光回路１７、クロックパル
スを発生してシステムコントロール回路１２等に供給するタイミングコントロール回路１
８、及びビデオスコープ５０から受信した映像信号に対して所定の処理を施すプロセッサ
信号回路１９を備えている。
【００２３】
　また、システムコントロール回路１２は、制御処理を担うＣＰＵ１２２、プロセッサ１
０の制御に必要な各種プログラム及びデータを格納するＲＯＭ１２４、ＣＰＵ１２２が実
行中の処理に使用するデータを一時的に格納するＲＡＭ１２６、及び後述する色変換に関
するデータが予め記憶されたＥＥＰＲＯＭ１２８を有している。可変絞り１６は、絞りを
駆動するモータ１６Ａと、調光回路１７からの制御信号に従ってモータ１６Ａの駆動電流
を発生するモータドライバ１６Ｂとを有しており、調光回路１７からの制御信号に基づい
て開口が制御されるようになっている。また、ランプ電源１４には、システムコントロー
ル回路１２からの制御信号に基づいてランプに供給する電流を制御するランプ制御部１４
Ａが含まれている。
【００２４】
　ビデオスコープ５０は、内視鏡観察時に観察部位の近傍に配置されるビデオスコープ５
０の先端部までプロセッサ１０から供給された光を伝達する光ファイバー束５１と、光フ
ァイバー束５１の出射端５１Ｂの直後に設けられた拡散レンズである配光レンズ５２、観
察部位で反射された光を収束させてビデオスコープ５０の先端に設けられた撮像素子の受
光面に被写体像を結像させる対物レンズ５３、受光面に結像された被写体像に基づいて画
像信号を生成する撮像素子であるＣＣＤ５４、ＣＣＤ５４で生成された画像信号に所定の
処理を施す初期信号処理回路５５、ビデオスコープ５０の特性（画素数など）とともに後
述する色調整に関するデータが予め記憶されたＥＥＰＲＯＭ５７、そしてビデオスコープ
５０全体を統括制御するスコープ制御部５６を備えている。
【００２５】
　なお、本実施形態に係る電子内視鏡装置１においては、プロセッサ１０に内蔵される光
源ランプ１３としてハロゲンランプが採用されている。また、ビデオスコープ５０は既存
のキセノンランプ専用仕様のものである。
【００２６】
　術者がフロントパネル１１に設けられたランプ点灯スイッチ（図示せず）をＯＮにする
と、システムコントロール回路１２の制御によってランプ電源１４Ａから駆動電流が供給
され、ランプ１３が点灯する。点灯したランプ１３から放射された光は、集光レンズ１５
を介してビデオスコープ５０内に設けられた光ファイバー束５１の入射端５１Ａに入射し
、光ファイバー束５１を通って出射端５１Ｂから射出する。そして、出射端５１Ｂから射
出した光によって観察部位Ｓが照明される。観察部位Ｓを照射した光の一部は、観察部位
Ｓで反射されて、ビデオスコープ５０の先端部に戻る。
【００２７】
　観察部位Ｓに照射された光の一部は、反射してビデオスコープ５０の先端部に戻り、対
物レンズ５３を通ってＣＣＤ５４の受光面に到達する。これにより被写体像がＣＣＤ５４
の受光面に形成される。本実施形態では、カラー撮像方式として単板同時式が適用されて
おり、ＣＣＤ５４の受光面上にはイエロー（Ｙｅ）、シアン（Ｃｙ）、マゼンタ（Ｍｇ）
、グリーン（Ｇ）の各色要素が市松状に並べられた補色カラーフィルタ（図示せず）が受
光面の各画素に対応して配置されている。そして、ＣＣＤ５４では、補色カラーフィルタ
を透過した光の強度に応じた被写体像の画像信号が光電変換により発生し、所定時間間隔
ごとに１フレームもしくは１フィールド分の画像信号が、色差線順次方式によって順次読
み出される。本実施形態では、インターライン・トランスファ方式のＣＣＤが使用されて
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おり、ＮＴＳＣ方式の垂直同期周波数に対応して１／３０秒（１／６０秒）間隔ごとに１
フレーム（１フィールド）分の画像信号が順次読み出され、初期信号処理回路５５へ送ら
れる。
【００２８】
　初期信号処理回路５５では、後述するように、ＣＣＤ５４によって生成されたカラー画
像信号に対して色調整処理を含む様々な処理が施され、輝度信号および色差信号を含む映
像信号が生成される。また、初期信号処理回路５５には、ＣＣＤ５４を駆動するためのＣ
ＣＤドライバ（図示せず）が含まれており、ＣＣＤドライバからＣＣＤ５４へ駆動信号が
出力される。初期信号処理回路５５により生成された映像信号は、プロセッサ信号処理回
路１９へ送られるとともに、輝度信号は調光回路１７へ送られる。また、調光回路１７へ
順次送られる１フレーム分（１フィールド分）の輝度信号に合わせて、所定のタイミング
の同期信号等が初期信号処理回路５５から調光回路１７へ送られる。
【００２９】
　プロセッサ信号処理回路１９では、初期信号処理回路５５から送られてくる映像信号に
対して後述する色変換処理を含む所定の処理が施される。処理された映像信号は、ＮＴＳ
Ｃコンポジット信号、Ｙ／Ｃ分離信号（いわゆるＳビデオ信号）、ＲＧＢ分離信号などの
ビデオ信号としてモニタ３２へ出力され、これにより被写体像がモニタ３２に映し出され
る。
【００３０】
　システムコントロール回路１２内のＣＰＵ１２２は、プロセッサ１０全体を統括的に制
御し、調光回路１７、ランプ制御部１４Ａ、プロセッサ信号処理回路１９などの各回路に
制御信号を出力する。タイミングコントロール回路１８からは、信号処理のタイミングを
調整するクロックパルスがプロセッサ１０内の各回路に出力され、また、ビデオ信号に付
随される同期信号がプロセッサ信号処理回路１９に送られる。また、システムコントロー
ル回路１２内のＲＯＭ１２４にはプロセッサ１０を制御するための各種プログラムと共に
ランプ１３の特性に関するデータが、ＥＥＰＲＯＭ１２８には後述する色変換に関するデ
ータが、それぞれ予め記憶されている。
【００３１】
　ライトガイド５１の入射端５１Ａと集光レンズ１５との間に配設された絞り１６は、上
記の通りモータ１６Ａの駆動によって開閉する。本実施形態では、ＤＳＰ（Digital Sign
al Processor）である調光回路１７によって絞り１６を通過する光、すなわち被写体Ｓへ
照射される光の光量調整の制御が行われる。初期信号処理回路５５から出力される輝度信
号（ｓｙｎｃ）は、Ａ／Ｄ変換器（図示せず）によってデジタルの輝度信号に変換された
後、調光回路１７へ入力される。この輝度信号に基づいて調光回路１７からモータドライ
バ１６Ｂへ制御信号が送られ、モータドライバ１６Ｂから供給される駆動電流によってモ
ータ１６Ａが駆動される。これにより、絞り１６が所定の開度まで開く。
【００３２】
　ビデオスコープ５０内のスコープ制御部５６は、初期信号処理回路５５を制御するとと
もに、ＥＥＰＲＯＭ５７からデータを読みだす。ビデオスコープ５０がプロセッサ１０に
接続されると、スコープ制御部５６とシステムコントロール回路１２との間でデータが送
受信され、スコープの型式や特性に関するデータがスコープ制御部５６からシステムコン
トロール回路１２へ送られるとともに、ランプ特性に関するデータ（ランプの種類や型番
等を含む）がシステムコントロール回路１２からスコープ制御部５６へ送られる。
【００３３】
　フロントパネル１１には、自動調光において基準となる参照輝度値の設定をするための
設定スイッチ（図示せず）が設けらており、オペレータが設定スイッチを操作することに
よって設定された値に応じた信号がシステムコントロール回路１２へ送られる。この参照
輝度値のデータは、ＲＡＭ１２６に一時的に格納されるとともに、必要に応じてシステム
コントロール回路１２から調光回路１７へ送られる。また、キーボード３４において患者
情報などの文字情報をモニタ３２に表示するためキー操作がなされると、キーボード３４



(9) JP 2009-247758 A 2009.10.29

10

20

30

40

50

の操作に応じた信号がシステムコントロール回路１２へ入力され、その信号に基づいて、
プロセッサ信号処理回路１９においてキャラクタ信号が映像信号にスーパーインポーズさ
れる。
【００３４】
　図２は、図１の初期信号処理回路５５を詳細に示した図であり、図３は、ＥＥＰＲＯＭ
５７にあらかじめ記憶されている色調整に関するデータ表を示す図である。本実施形態に
おいて、ビデオスコープ５０はキセノンランプ専用スコープであるため、キセノンランプ
を光源に使用して撮影した場合に適した色調整を行うための色調整データ（ＫＤ）のみが
ＥＥＰＲＯＭ５７のアドレスＥ０００ｈ～Ｅ００Ｂｈに記憶されている。
【００３５】
　補色市松色差線順次方式のＣＣＤ５４から読み出された画像信号は、初期信号処理回路
５５内のプロセス回路（図示せず）において増幅処理などが施され、信号分離処理回路６
０に送られる。信号分離処理回路６０では、所定のラインごとに読み出された画像信号が
輝度信号Ｙａと色差信号（ＣＲ，ＣＢ）に分離される。なお、ここで分離される各色差信
号（ＣＲ，ＣＢ）は、原色信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）に対して、ＣＲ≒２Ｒ－Ｇ、ＣＢ≒２Ｂ－
Ｇの近似関係を有する。分離された画像信号は、ＲＧＢマトリックス回路６２へ送られる
。
【００３６】
　ＲＧＢマトリックス回路６２では、補色市松色差線順次方式のＣＣＤ５４が生成した映
像信号から分離された輝度信号Ｙａと色差信号（ＣＲ，ＣＢ）に基いて、赤色（Ｒ），緑
色（Ｇ），青色（Ｂ）の原色信号が以下の式により求められる。
　Ｒ＝ＣＲ＋α・（Ｙａ－ＣＢ）　 ・・・（１）
　Ｂ＝ＣＢ＋β・（Ｙａ－ＣＲ） 　・・・（２）
　Ｇ＝Ｙａ－ＣＲ－ＣＢ 　　　　　・・・（３）
ただし、α、βの値は、それぞれＥＥＰＲＯＭ５７から色調整に関するデータ（色調整デ
ータ）を読み出したコープ制御部５６から送られてくるデータ信号“ＲＭＴＸ”、“ＢＭ
ＴＸ”の値である。上記式（１）～（３）に基づいて生成されたＲ，Ｇ，Ｂの原色信号は
ホワイトバランス回路６４へ送られる。
【００３７】
　ホワイトバランス回路６４では、原色信号のうちＲ，Ｂの信号に対してゲインコントロ
ールが施される。電子内視鏡装置の初期設定段階では、Ｒ，Ｂのゲイン値は、スコープ制
御部５６からそれぞれ送られてくる初期ゲインデータ信号“ＲＧＡＩＮ”、“ＢＧＡＩＮ
”によって定められる。この“ＲＧＡＩＮ”と“ＢＧＡＩＮ”も、ＥＥＰＲＯＭ５７から
読み出された色調整データに含まれるデータである。これらの値はビデオスコープ５０が
適合するランプの種類に応じて異なる。本実施形態においては、ビデオスコープ５０はキ
セノンランプに適合されており、キセノンランプを使用して撮影された映像信号に対する
ゲインコントロールに適したゲイン値が設定されることになる。一方、観察時においては
、同様にスコープ制御部５６から送られてくるゲインデータ信号“ＲＣＯＮＴ”、“ＢＣ
ＯＮＴ”の値に基いてゲインコントロールが施される。さらに、ホワイトバランス回路６
４では、色信号Ｃに対してもゲインコントロールが施される。このときのゲイン値は、ス
コープ制御部５６から送られてくるゲインデータ信号“ＣＬＥＶＥＬ”の値となる。ホワ
イトバランス調整等がされた原色信号は、ガンマ補正回路６６へ送られる。
【００３８】
　ガンマ補正回路６６では、ガンマ補正が施される。このときのガンマ特性曲線は、スコ
ープ制御部５６から送られてくるガンマ特性データ信号“Ｃ－γＣＯＮＴ”の値に従う。
ガンマ補正された信号は、カラーマトリックス回路６８へ送られる。カラーマトリックス
回路６８では、Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号に基いて、輝度信号Ｙ、色差信号Ｃｂ（＝Ｂ－Ｙ）
、Ｃｒ（＝Ｒ－Ｙ）が映像信号として生成される。色差信号Ｃｂ、Ｃｒに対しては、スコ
ープ制御部５６からそれぞれ送られてくる位相コントロールデータ信号“ＣｂＨＵＥ”、
“ＣｒＨＵＥ”に基いて、色相に関する位相の調整が施される。また、スコープ制御部５
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６からそれぞれ送られてくる出力レベル調整データ信号“ＣｂＧＡＩＮ”、“ＣｒＧＡＩ
Ｎ”に基いて、出力される色差信号Ｃｂ、Ｃｒの出力レベルが調整される。輝度信号Ｙ、
色差信号Ｃｂ、Ｃｒは、それぞれプロセッサ１０へ送られる。
【００３９】
　スコープ制御部５６から初期信号処理回路５５へ送られるデータ信号は、ＥＥＰＲＯＭ
５７にあらかじめデータとして記憶されている色調整に関するデータに従っており、色調
整データはＥＥＰＲＯＭ５７の所定のアドレスに格納されている（図３参照）。これらの
各色調整処理に関するデータ信号は、適合するランプの種類毎にそのランプ特性に対応し
た固有の値をもつ。例えば、キセノンランプ用の色調整データＫＤのデータ信号“ＲＧＡ
ＩＮ”、“ＢＧＡＩＮ”は、キセノンランプの光が白色光に近いことからほぼ同じゲイン
値となるのに対して、ハロゲンランプ用の色調整データＨＤの初期ゲインデータ信号“Ｒ
ＧＡＩＮ”、“ＢＧＡＩＮ”は、ハロゲンランプの光が黄色光に近いことから、“ＲＧＡ
ＩＮ”の値が“ＢＧＡＩＮ”の値に比べて小さい。
【００４０】
　本実施形態のビデオスコープ５０では、キセノンランプの色調整に関するデータのみが
用意され、キセノンランプ用の色調整データＫＤとして格納されている。そのため、プロ
セッサ１０で使用されるランプが別の種類のランプ（例えば、本実施形態においてはハロ
ゲンランプ）であっても、キセノンランプ用の色調整データＫＤがＥＥＰＲＯＭ５７から
読み出され、キセノンランプを光源に使用した場合の色調整に適したデータ信号“ＲＧＡ
ＩＮ”、“ＣｂＨＵＥ”等がスコープ制御部５６から初期信号処理回路５５へ送られる。
従って、本実施形態においては、実際に使用されるランプ１３の種類と、色調整で使用さ
れる色調整データが適合するランプの種類とが整合しないため、初期信号処理回路５５に
おいて行われる色調整は不適切なものとなり、観察対象に標準光を照射した場合とは異な
る色調の画像が得られることになる。なお、スコープ制御部５６から出力されるデータ信
号は、Ｄ／Ａ変換器（図示せず）においてアナログ信号に変換された後、初期信号処理回
路５５へ送られる。
【００４１】
　本実施形態では、ビデオスコープ５０がキセノンランプ専用仕様であるため、ＥＥＰＲ
ＯＭ５７にはキセノンランプ用の色調整データＫＤのみが記憶されているが、ビデオスコ
ープ５０に記憶される色調整データはビデオスコープ５０が適合するランプの種類によっ
て異なったものとなる。例えば、メタルハライドランプ用のビデオスコープにはメタルハ
ライドランプ用の色調整データＭＤが、ハロゲンランプ用のビデオスコープにはハロゲン
ランプ用の色調整データＨＤがＥＥＰＲＯＭ５７に記憶される。また、複数種類のランプ
に適合する仕様の場合には、ＥＥＰＲＯＭ５７には予め複数セットの色調整データが記憶
され、プロセッサ１０のシステムコントロール回路１２からスコープ制御部５６へ送られ
るランプ特性に関するデータに応じて、予め記憶されている複数セットの色調整データの
うち使用するランプ１３の種類に適合した色調整データがＥＥＰＲＯＭ５７からスコープ
制御部５６によって読み出されて色調整に使用される。
【００４２】
　次に図４から図６を参照して、プロセッサ１０において行なわれる色変換処理について
説明する。上述したように、本実施形態においては、プロセッサ１０に搭載されたランプ
の種類（ハロゲンランプ）と、ビデオスコープ５０の初期信号処理回路５５によって行な
われる色調整処理で使用される色調整データが適合するランプの種類（キセノンランプ）
とが一致していない。このため、不適切な色変換が行なわれることになるため、初期信号
処理回路５５から出力される映像信号の色調は標準光によって観察部位を照らした場合の
実際の色調とは異なったものになる。本実施形態における色変換処理は、このように、使
用するランプとは異なる種類のランプに対応した色調整データに基づいて色変換処理が行
われた映像信号について色調を再調整（色変換）することにより、標準光で観察部位を照
射した場合に観察される色調と同じ色調の映像信号を取得する処理である。
【００４３】
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　図４は、プロセッサ信号回路１９の詳細を示した図である。プロセッサ信号回路１９は
、色変換回路１９２及びビデオ信号生成回路１９４を含んでいる。色変換回路１９２は、
プロセッサ１０に接続されたビデオスコープ５０がプロセッサ１０に搭載されたランプ種
に適合していない場合（すなわち、初期信号処理回路５５が別の種類のランプに適合した
色調整データを用いて色調整処理を行う場合）に、初期信号処理回路５５から送られる映
像信号を本来の色調となるように色変換を行なう回路である。また、ビデオ信号生成回路
１９４は、色変換回路１９２によって適切な色調に補正された映像信号に、タイミングコ
ントロール回路から供給される同期信号を加えて、モニタ３２へ出力するためのＮＴＳＣ
コンポジット信号、Ｙ／Ｃ分離信号、ＲＧＢ分離信号などのビデオ信号を生成する回路で
ある。
【００４４】
　ビデオスコープ５０の初期信号処理回路５５から送られる映像信号（輝度信号Ｙ及び色
差信号Ｂ－Ｙ，Ｒ－Ｙ）は、色変換回路１９２に入力される。また、システムコントロー
ル回路１２からは、色変換処理において使用するデータ信号“ＣＯＮＶ”が色変換回路１
９２に送られる。データ信号“ＣＯＮＶ”は、初期信号処理回路５５から入力される映像
信号（輝度信号Ｙ及び色差信号Ｂ－Ｙ、Ｒ－Ｙ）に基づいて、適切な色調の映像信号（輝
度信号Ｙ’及び色差信号Ｂ’－Ｙ’、Ｒ’－Ｙ’）を生成するための３元マトリックス（
３×３マトリックス）のデータである。
【００４５】
　システムコントロール回路１２に含まれるＥＥＰＲＯＭ１２８には、ビデオスコープ５
０の初期信号処理回路５５によって施される色調整処理（具体的には、色調整処理におい
て使用される色調整データが適合する光源ランプの種類）に対応した複数種類の色変換デ
ータ“ＣＯＮＶ”が予め記憶されている。図５は、ＥＥＰＲＯＭ１２８に予め記憶されて
いる色変換に関するデータ表を表す図である。図５において、略号“ＨＤ／ＫＤ”で示さ
れるデータ群は、ハロゲンランプを使用して撮影された画像信号に対してキセノンランプ
に適合した色調整処理が行われた場合に行う色変換処理に適用されるデータ群である。各
データ“ＣＯＮＶ　ｎｍ（ＣＯＮＶ１１～３３）”は３×３マトリックスの各要素を示す
。また、略号“ＨＤ／ＭＤ”で示されるデータ群は、ハロゲンランプを使用して撮影され
た画像信号に対してメタルハライドランプに適合した色調整処理が行われた場合に行う色
変換処理に適用されるデータ群である。システムコントロール回路１２は、実際に使用す
るランプに適合した色調整処理がビデオスコープ５０の初期信号処理回路５５で行なわれ
ていない場合に、初期信号処理回路５５で行なわれる色調整処理に対応した色変換データ
“ＣＯＮＶ”をＥＥＰＲＯＭ１２８から読み出して、色変換回路１９２に送る。
【００４６】
　色変換回路１９２は、システムコントロール回路１２から供給された色変換データ“Ｃ
ＯＮＶ”に基づいて、ビデオスコープ５０の初期信号処理回路５５から受信した映像信号
（Ｙ、Ｂ－Ｙ、Ｒ－Ｙ）を変換して、適切な色調に補正された補正映像信号（Ｙ’、Ｂ’
－Ｙ’、Ｒ’－Ｙ’）をビデオ信号生成回路１９４に出力し、モニタに適切な色調の、す
なわち標準光によって観察部位を照明して肉眼で直接観察した際と同じ色あいの観察画像
が写し出される。なお、本実施形態の内視鏡装置においては、標準光として色温度６７７
４Ｋの平均昼光が用いられている。また、標準光はこの色温度の光に限定されるものでは
なく、表示される被写体の映像の色調を定める基準の相対分光分布として任意に設定する
ことができる。なお、ここで使用する用語「標準光」は、日本工業規格JIS-Z-8701あるい
は国際照明委員会（ＣＩＥ）等によって定められた何れの標準の光であってもよく、また
これらに限定されるものでもない。
【００４７】
　次に、図６のフローチャートを参照して、プロセッサ１０において実行される色変換処
理の詳細を説明する。図６は、プロセッサ１０において行なわれる色変換に関する処理を
説明するフローチャートである。なお、以下のフローチャートの説明及び各フローチャー
トにおいて、「ステップ」を「Ｓ」と略記する。
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【００４８】
　まず、Ｓ１０１において、プロセッサ１０のシステムコントロール回路１２は、プロセ
ッサ１０にビデオスコープが接続されているかどうかを検知する。具体的には、ビデオス
コープ接続部に設けられた図示しないビデオスコープ検出手段からシステムコントロール
回路１２に送信される検出信号を参照することで、ビデオスコープが接続されているか否
かが検知される。Ｓ１０１において、ビデオスコープ５０が接続されたことが検知されな
い場合には（Ｓ１０１：ＮＯ）、ビデオスコープ５０の接続が検知されるまでビデオスコ
ープ５０の接続を監視する。ビデオスコープ５０が接続されたことが検知されると（Ｓ１
０１：ＹＥＳ）、システムコントロール回路１２は、ビデオスコープ制御部５６との通信
を行い、ビデオスコープ５０に関する情報を取得する。取得されるビデオスコープに関す
る情報には、ビデオスコープ５０の型式やビデオスコープ５０が使用する色調整データに
関する情報（例えば、色調整データの識別番号や、色調整データが適合するランプの種別
等）が含まれている。システムコントロール回路１２は、これらの情報に基づいて、ビデ
オスコープ５０で使用される色調整データを認識する（Ｓ１０２）。
【００４９】
　このとき、ビデオスコープ５０が複数の色調整データを保有可能な仕様の場合には、ス
コープ制御部５６からランプ特性に関する情報が要求され、これに応じて、プロセッサ１
０が使用するランプの種類等の情報がシステムコントロール回路１２からスコープ制御部
５６へ送られる。そして、スコープ制御部５６は、保有している色調整データのうち、使
用される光源に適合した色調整データを色調整処理に使用するデータとして選択して、選
択した色調整データに関する情報をシステムコントロール回路１２へ送信する。これによ
って、システムコントロール回路１２は、ビデオスコープ５０が保有する複数の色調整デ
ータのうち使用される色調整データを認識することができる。
【００５０】
　次に、Ｓ１０２によって認識されたビデオスコープ５０で使用される色調整データが、
プロセッサが使用するハロゲンランプ用であるか否かが判定される（Ｓ１０３）。使用さ
れる色調整データがハロゲンランプ用であれば（Ｓ１０３：ＹＥＳ）、システムコントロ
ール回路１２は、ビデオスコープから受け取った映像信号に対して色変換処理を行わずに
そのままビデオ信号生成回路１９４へ渡すように色変換回路１９２を制御する（Ｓ１０４
）。また、使用される色調整データがハロゲンランプと異なる種類のランプに適合したも
のであれば（Ｓ１０３：ＮＯ）、システムコントロール回路１２は、ＥＥＰＲＯＭ１２８
に予め記憶されている各種の色変換データからビデオスコープ５０で使用される色調整デ
ータに対応した色変換データを選択する（Ｓ１０５）。本実施形態においては、光源とし
てハロゲンランプが使用され、ビデオスコープ５０においてキセノンランプに適合した色
調整データが使用されるため、この条件に適合した色変換データ“ＨＤ／ＫＤ”が選択さ
れる。そして、システムコントロール回路１２は、選択した色変換データを色変換回路１
９２に渡し、選択した色変換データを使用してビデオスコープから受け取った映像信号に
対して色変換処理を行うように色変換回路１９２を制御する（Ｓ１０６）。次に、ビデオ
スコープ５０が取り外されたか否か（Ｓ１０７）、システムが終了されたか否かが監視さ
れる（Ｓ１０８）。ビデオスコープ５０の取り外しは、前述したビデオスコープ検出手段
からシステムコントロール回路１２に送信される検出信号を参照することで検知される。
ビデオスコープ５０の取り外しが検知されると（Ｓ１０７：ＹＥＳ）、Ｓ１０１へ戻って
ビデオスコープの再接続が監視される（Ｓ１０１）。また、システムが終了する場合には
本処理も終了する（Ｓ１０８：ＹＥＳ）
【００５１】
　このように、本実施形態によれば、ビデオスコープ５０が接続される際に、プロセッサ
１０がビデオスコープ５０で使用される色調整データを認識し、保有する色変換データの
中から使用される色調整データに適合する色変換データを選択し、選択された色変換デー
タを使用してビデオスコープ５０で撮影された映像信号に対して色変換データを行う。こ
れにより、ビデオスコープ５０によって行われる色調整処理が使用される光源に適合した
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ものでなくても、常に標準光を用いて直接観察した場合と同じ色合いの映像がモニタ３２
に表示されることになり、色再現性が向上する。また、プロセッサ１０側でビデオスコー
プ５０の仕様や処理に応じた色変換処理を行う構成とすることにより、既存のビデオスコ
ープ５０を有効に活用することができる。
【００５２】
（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。第２実施形態における装置構成は第１
実施形態のものと略同一であるが、ビデオスコープ５０内のＥＥＰＲＯＭ５７及びプロセ
ッサ１０のシステムコントロール回路１２内のＥＥＰＲＯＭ１２８に確保されるデータ領
域や、そこに記憶されるデータが第１実施形態とは異なる。
【００５３】
　図７は、第２実施形態におけるビデオスコープ５０のＥＥＰＲＯＭ５７内に割り当てら
れた色調整データ用記憶領域と、初期状態において当該領域に記憶されているデータを示
す図である。第１実施形態（図３）と同様に、ＥＥＰＲＯＭ５７のアドレスＥ０００ｈ～
Ｅ００Ｂｈにキセノンランプ用色調整データ“ＫＤ”が格納されている。第２実施形態に
おいては、色調整データを記憶するためのデータ領域が更に２セット分（Ｅ１００ｈ～Ｅ
１０Ｂｈ、Ｅ２００ｈ～Ｅ２０Ｂｈ）確保されており、最大で３セットの色調整データを
記憶することが可能になっている。図３に示される状態においては、データ領域Ｅ１００
ｈ～Ｅ１０Ｂｈ、Ｅ２００ｈ～Ｅ２０Ｂｈには未だ色調整データ用が書き込まれていない
。
【００５４】
　第２実施形態においては、プロセッサ１０に搭載されている光源ランプに適合した色調
整データをプロセッサ１０自体が保持しており、ビデオスコープ５０がプロセッサ１０に
搭載された光源ランプに適合する色調整データを保持していない場合に、プロセッサ１０
からビデオスコープ５０へ色調整データが供給される。本実施形態においては、システム
コントロール回路１２のＥＥＰＲＯＭ１２８内に確保された色調整データを記憶するため
の領域（図示せず）に、プロセッサ１０に搭載された光源ランプに適合した色調整データ
が予め確保されている。
【００５５】
　次に、図８のフローチャートを参照しながら、第２実施形態のプロセッサ１０において
実行される色変換処理及び色調整データ供給処理について説明する。まず、Ｓ２０１にお
いて、プロセッサ１０のシステムコントロール回路１２は、プロセッサ１０へのビデオス
コープの接続が検知されるまで定期的にビデオスコープが接続されているか否かを確認す
る。この処理は第１実施形態におけるＳ１０１の処理と同じものである。ビデオスコープ
５０が接続されたことが検知されると（Ｓ２０１：ＹＥＳ）、システムコントロール回路
１２は、ビデオスコープ制御部５６との通信を行い、スコープ制御部５６からの要求に応
じて、プロセッサ１０に搭載されているランプ特性に関する情報をスコープ制御部５６に
送信する（Ｓ２０２）。
【００５６】
　次に、スコープ制御部５６へビデオスコープ５０に関する情報を要求して取得する（Ｓ
２０３）。取得されるビデオスコープに関する情報には、ビデオスコープ５０の型式やビ
デオスコープ５０が使用する色調整データに関する情報（例えば、色調整データの識別番
号や、色調整データが適合するランプの種別等）が含まれている。システムコントロール
回路１２は、これらの情報に基づいて、ビデオスコープ５０で使用される色調整データを
認識する（Ｓ２０４）。
【００５７】
　次に、Ｓ２０４によって認識されたビデオスコープ５０で使用される色調整データが、
プロセッサ１０が使用するハロゲンランプ用であるか否かが判定される（Ｓ２０５）。使
用される色調整データがハロゲンランプ用であれば（Ｓ２０５：ＹＥＳ）、システムコン
トロール回路１２は、ビデオスコープから受け取った映像信号に対して色変換処理を行わ
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ずにそのままビデオ信号生成回路１９４へ映像信号を渡すように色変換回路１９２を制御
する（Ｓ２０６）。また、使用される色調整データがハロゲンランプ用のものでなければ
（Ｓ２０５：ＮＯ）、システムコントロール回路１２は、ＥＥＰＲＯＭ１２８に予め記憶
されている各種の色変換データの中からビデオスコープ５０で使用される色調整データに
対応した色変換データを選択する（Ｓ２０７）。本実施形態においても、光源としてハロ
ゲンランプが使用され、ビデオスコープ５０においてキセノンランプに適合した色調整デ
ータが使用されるため、この条件に適合した色変換データ“ＨＤ／ＫＤ”が選択される。
そして、システムコントロール回路１２は、選択した色変換データを色変換回路１９２に
渡し、選択した色変換データを使用してビデオスコープから受け取った映像信号に対して
色変換処理を行うように色変換回路１９２を制御する（Ｓ２０８）。
【００５８】
　このとき、システムコントロール回路１２は、ビデオスコープ５０がハロゲンランプ用
の色調整データを使用していないことから、ビデオスコープ５０がハロゲンランプ用の色
調整データを保有していないと判断する。更に、システムコントロール回路１２は、Ｓ２
０３において取得されたビデオスコープ５０に関する情報に基づいて、ビデオスコープ５
０に色調整データを追加登録できるか否かを判断する（Ｓ２０９）。システムコントロー
ル回路１２は、ビデオスコープ５０に色調整データを追加登録できると判断した場合には
（Ｓ２０９：ＹＥＳ）、ＥＥＰＲＯＭ１２８に予め記憶されているハロゲンランプ用の色
調整データをスコープ制御部５６へ送信して（Ｓ２１０）、処理をＳ２１１へ進める。ま
た、ビデオスコープ５０への色調整データの追加登録が不可と判断した場合には（Ｓ２０
９：ＮＯ）、そのまま処理をＳ２１１に進める。
【００５９】
　次に、ビデオスコープ５０が取り外されたか否か（Ｓ２１１）、システムが終了された
か否か（Ｓ２１２）が監視される。ビデオスコープ５０の取り外しが検知されると（Ｓ２
１１：ＹＥＳ）、Ｓ２０１へ戻ってビデオスコープの再接続が監視される。また、システ
ムが終了する場合は本処理も終了する（Ｓ２１２：ＹＥＳ）。
【００６０】
　次に、図９のフローチャートを参照しながら、第２実施形態のビデオスコープ５０にお
いて実行される色調整データの抽出及び色調整データの取得処理について説明する。まず
、Ｓ３０１において、ビデオスコープ５０がプロセッサ１０に接続されているか否かを確
認する。接続が確認されない場合（Ｓ３０１：ＮＯ）、スコープ制御部５６は接続が確認
されるまで接続の監視を続ける。プロセッサとの接続が確認されると（Ｓ３０１：ＹＥＳ
）、スコープ制御部５６は、プロセッサ１０のシステムコントロール回路１２に、ランプ
１３の種類に基づくランプ特性に関するデータを要求して、取得する（Ｓ３０２）。
【００６１】
　次に、Ｓ３０３において、スコープ制御部５６は、取得したランプ１３の特性に関する
データに基づいて、ＥＥＰＲＯＭ５７に記憶された色調整データの中から、使用される光
源ランプ１３に適合するものを、色調整処理で使用する色調整データとして選択する。な
お、ランプ１３に適合したデータがＥＥＰＲＯＭ５７に記憶されていない場合には、ＥＥ
ＰＲＯＭ５７に記憶された色調整データのうち予め指定されたもの（例えば、データが記
憶されているアドレスの番号が一番若いもの）が使用する色調整データとして選択される
。本実施形態においては、図７に示されるように、キセノンランプ用色調整データ“ＫＤ
”のみがＥＥＰＲＯＭ５７に記憶されているため、使用する色調整データとして“ＫＤ”
が選択される。
【００６２】
　次に、Ｓ３０４において、スコープ制御部５６は、プロセッサ１０のシステムコントロ
ール回路１２からの要求に応じて、ビデオスコープに関する情報を送信する。システムコ
ントロール回路１２に送信されるビデオスコープに関する情報には、ビデオスコープ５０
の型式やＳ３０２において選択されたビデオスコープ５０が使用する色調整データに関す
る情報（例えば、色調整データの識別番号や、色調整データが適合するランプの種別等）
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が含まれている。色調整データに関する情報は、例えばＥＥＰＲＯＭ５７に記憶されてい
る各色調整データと対応付けられて、ＥＥＰＲＯＭ５７の別の領域（図示せず）に記憶さ
れている。
【００６３】
　次に、Ｓ３０５において、スコープ制御部５６は、Ｓ３０３で選択した色調整データ（
キセノンランプ用“ＫＤ”）をＥＥＰＲＯＭ５７から読み出して初期信号処理回路５５に
渡すとともに、ＣＣＤ５４から読み出されるカラー画像信号に対して色調整データ“ＫＤ
”を使用して色調整処理を行うよう、初期信号処理回路５５を制御する。
【００６４】
　そして、Ｓ３０６において、プロセッサ１０のシステムコントロール回路１２から送信
（図８、Ｓ２１０）されたハロゲンランプ用色調整データ“ＨＤ”を受け取り、ＥＥＰＲ
ＯＭ５７の空いている色調整データ記憶用領域に記憶する。
【００６５】
　このように、第２実施形態によれば、使用する光源ランプ１３に適合した色調整データ
を保有しないビデオスコープ５０がプロセッサ１０に接続された場合でも、ビデオスコー
プ５０の行なう色調整処理において使用される色調整データに対応した色変換データを使
用して適切な色変換処理がプロセッサ１０において行なわれる。これにより、観察部位を
標準光で照射して肉眼で観察した場合と同じ色合いの観察画像がモニタ３２に表示される
。更に、第２実施形態によれば、ビデオスコープ５０が色調整データの追記が可能な場合
には、光源ランプ１３に適合した色調整データをスコープ制御部５６に送信してＥＥＰＲ
ＯＭ５７の空き領域に記録することが可能となる。このため、ビデオスコープ５０が次回
にプロセッサ１０に接続されたときには、ＥＥＰＲＯＭ５７に記憶されたハロゲンランプ
用色調整データ“ＨＤ”を使用して適切な色調整処理を行うことができる。その際には、
プロセッサ１０側で画像変換処理を行う必要がなくなるため、画質劣化を低減させること
ができ、消費電力も削減される。また、一度ハロゲンランプ用色調整データの追加記録を
行えば、次に色変換回路を備えていないハロゲンランプを搭載したプロセッサに接続して
も、追加されたハロゲンランプ用色調整データを使用して適切な色調整処理を行うことが
可能になる。
【００６６】
　上記実施形態では、補色カラーフィルタを用い、画素信号の読み出し方式として色差線
順次方式が適用されているが、Ｒ，Ｇ，Ｂの原色カラーモザイクフィルタを使用し、また
、ベイヤ－方式などを適用してもよい。この場合、初期信号処理回路５５内の回路構成は
、原色カラーフィルタ、ベイヤ－方式に従った回路構成となる。また、撮像方式として、
同時式だけでなく、面順次方式にも適用可能である。また、本実施形態では、モニタへの
ビデオ出力方式としてＮＴＳＣ方式が適用されているが、他の方式についても本発明を適
用可能である。また、ビデオスコープ５０の初期信号処理回路がカラーマトリックス回路
６８を含まず、ＲＧＢ信号が輝度／色差信号に変換されずにそのままプロセッサ１０に送
られる構成であってもよい。この場合には、マトリックスデータは、例えばＲＧＢ信号を
ＲＧＢ信号に変換するものとなる。
【００６７】
　ランプの種類に関しては、キセノン、メタルハライドランプ、ハロゲンランプに限定さ
れず、他のランプ、例えばＬＥＤを使用してもよい。この場合、使用されるランプの分光
特性に従って色調整データ及び色変換データが用意される。
【００６８】
　上記実施形態では、キセノンランプ用の色調整データＫＤ、メタルハライドランプ用の
色調整データＭＤ、ハロゲンランプ用の色調整データＨＤの各色調整処理に関するデータ
信号は、ランプ毎に全て異なった値をもつが、所定のデータ信号のみランプ毎に異なるよ
うに構成してもよい。例えば、ガンマ特性データ信号“Ｃ－γＣＯＮＴ”に対応するデー
タを各ランプ毎に共通の値としてもよい。
【００６９】
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　また、上記実施形態では、ビデオスコープ５０は、プロセッサ１０との通信によって取
得した光源ランプ１３の特性に関する情報に基づいて使用される光源ランプの種類を識別
しているが、プロセッサから供給される照明光のスペクトル特性を計測する手段と、計測
した照明光のスペクトル特性に基づいて使用されているランプの種類を識別する手段を有
する構成にしてもよい。たとえば、スペクトル特性を計測する手段としては、プリズム等
の分光素子と、その分光方向に配列したＣＣＤアレイやフォトダイオードアレイとを組み
合わせたスペクトル測定デバイスを使用することができる。この構成により、プロセッサ
との通信によって光源ランプ１３の特性に関する情報を取得することなく、ビデオスコー
プ側の処理だけで使用される光源ランプの種類を識別することが可能になる。従って、プ
ロセッサが光源ランプ１３の特性に関する情報をビデオスコープに送信する機能を有して
いない場合でも、光源ランプの種類を識別し、その光源ランプに適合した色調整データを
選択して、適切な色調整処理を行うことが可能になる。
【００７０】
　また、上記第２実施形態では、ビデオスコープの書き換え可能メモリ（ＥＥＰＲＯＭ等
）には複数セットの色調整データ用の記憶領域が確保されており、その空き領域にプロセ
ッサに搭載された光源に適合する色調整データが追記される構成となっているが、例えば
ビデオスコープの書き換え可能メモリに確保される領域が１セット分のみで、プロセッサ
から取得した色調整データを既存のデータに上書き可能な構成にしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【図２】図１の初期信号処理回路を詳細に示した図である。
【図３】第１実施形態における、ビデオスコープ内のＥＥＰＲＯＭにあらかじめ記憶され
ている色調整に関するデータ表を示す図である。
【図４】図１のプロセッサ信号回路を詳細に示した図である。
【図５】プロセッサ内のＥＥＰＲＯＭにあらかじめ記憶されている色変換に関するデータ
表を示す図である。
【図６】第１実施形態において、プロセッサ側で実行される色変換に関する処理を示した
フローチャートである。
【図７】第２実施形態における、ビデオスコープ内のＥＥＰＲＯＭにあらかじめ記憶され
ている色調整に関するデータ表を示す図である。
【図８】第２実施形態において、プロセッサ側で実行される色変換及び色調整データの送
信に関する処理を示したフローチャートである。
【図９】第２実施形態において、スコープ側で実行される色調整処理及び色調整用データ
の追加記録処理を示したフローチャートである。
【符号の説明】
【００７２】
　１　電子内視鏡装置　　
　１０　プロセッサ
　１２　ランプ（光源ランプ）
　２２　システムコントロール回路
　３２　モニタ（表示装置）
　５０　ビデオスコープ
　５４　ＣＣＤ（撮像素子）
　５５　初期信号処理回路（色調整手段）
　５６　スコープ制御部
　５７　ＥＥＰＲＯＭ（ビデオスコープの色データメモリ）
　６０　信号分離処理回路
　６２　ＲＧＢマトリックス回路（原色信号生成手段）
　６４　ホワイトバランス回路（ホワイトバランス調整手段）
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　６６　ガンマ補正回路（ガンマ補正処理手段）
　６８　カラーマトリックス回路（映像信号生成手段）
１２８　ＥＥＰＲＯＭ（プロセッサの色データメモリ）
１９６　色変換回路（色変換手段）
１９４　ビデオ信号生成回路
　

【図１】 【図２】
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